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村橋 毅 (日本自動車研 ･エンジン環境部)
サルの生活周辺におけるエストロジェン様物質の季節
変化の研究






























諏訪文彦 ･竹村明道 ･戸田伊紀 ･池 宏海(大阪大 ･歯)
霊長類舌乳頭の微細形態の比較解剖
(平成 13年度)
荒川高光 ･時田幸之輔(神戸大 ･医)
霊長類足底部の筋 ･骨格系の観察
加賀谷美幸(京都大 ･理)
鎖骨 ･肩峰･烏口突起の形態比較
樋口桂(東京医歯大 ･医)
霊長類の上肢筋および末梢神経の走行に関する比較解
剖学的検討
(文責 :茂原信生)
ニホンザルの食物選択と採食競合に
関する研究
(実施年度 :平成 11-12年度)
(推進者 :森明雄 ･加納隆至･大滞秀行･松村秀一)
ニホンザルの食物選択には,個体の栄養学的要求,
食物の利用可能度,個体間･群間の競合などが影響する｡
この間題について採食戦略と生息環境や社会構造との関
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